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本シリーズのパート1では、
Raspberry Pi で BlueJを実

行し、2台目のマシンを使用せ
ずに、ポケット・サイズのコン
ピュータでJavaプログラミング
を直接行う方法について説明し
ました。デスクトップ・マシンで
Javaプログラムを開発してJAR
ファイルをRaspberry Pi に送
信する必要はもうありません。
Raspberry Piをデスクトップの代
わりに使用して、Javaを研究し、
学習できる明るい未来がここに
あります。
ただ、パート1では、デスクトッ
プでも可能なことをRaspberry 
Pi で行っただけです。標準的な
JavaのサンプルとBlueJを実行
し、デスクトップやラップトップ
で提供されてきた機能を利用し
ました。
誤解しないでほしいのです
が、標準的な Javaプログラム
の記述方法を学習するためだけ
にRaspberry Pi で BlueJを使
用することに問題があるわけで
はありません。Raspberry Piと
BlueJの組合せは教育に適した
すばらしいツールです。そして、

Raspberry Pi を低価格で購入で
きる点が世界を大きく変えてい
ます。しかし、そこで終わる必
要もありません。
次の楽しいステップは、以
前は不可能であったことに取
り組むことです。たとえば、
Raspberry Pi の物理的なコン
ポーネントに Javaから直接アク
セスすれば、Javaコードだけで
なく、ハードウェアでもさまざ
まなことに挑戦できるようにな
ります。容易にアクセスできる
Raspberry Pi のハードウェアと、
BlueJの対話型の実験機能があ
れば、魅力的なことを実現でき
ます。
本記事では、Raspberry Pi の
さまざまなハードウェア・コン
ポーネントに直接対応し、簡単
に使用できるJavaオブジェクト
の作成方法について見ていきま
す。

前提
本記事では、Raspberry Piがセッ
トアップされていること、ログイ
ンしてX Window Systemサー
バーを起動できる状態にあるこ

と、およびBlueJをす
でにインストールして
起動していることを前
提とします（これらの
前提を満たしていない
場合は、先に本シリー
ズのパート1をお読み
ください）。
さらに、本記事のサ
ンプルに従って作業を
進めるためには、追加
のアイテムとして、LED1
個、ボタン1個、抵抗1個、ワ
イヤー4本が必要になります（図
1）。また、必須ではありません
が、ブレッドボード（実験用基板）
があれば便利です。ブレッドボー
ドを使用すれば、はんだ付けを
せずに部品同士を簡単に接続す
ることできます。ワイヤーの端を
ねじって部品を接続するだけで
は、すぐにはずれてしまいます。

BlueJプロジェクトの取得
まず、BlueJプロジェクトを開き
ます。RasPi-IOプロジェクトをこ
ちらからダウンロードし、解凍
して、Raspberry Pi 上の BlueJ
で開きます（図2）。 

このプロジェクトには、
Raspberry Pi に接続可能な入
出力部品を抽象化した2つの
クラスが含まれています。1つ
はGPOutputクラスで、LEDな
ど、汎用入出力（GPIO）ピンに
接続できる任意の部品を表しま
す。もう1つはButtonクラスで、
GPIOピンに接続されたプッシュ
式のボタンを表します。

LEDの準備
最初に取り上げる例は、LEDを
点灯または消灯するという非常
に簡単なものです。 
まず、お手元の LEDを以下
の手順で Raspberry Pi に接続
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します。 
1. LEDのアース端子（短い方の脚）
をワイヤーに接続します。

2. このワイヤーの端を、Raspberry 
Pi の拡張ヘッダーのピン
6（Ground）に接続します。
Raspberry Pi のピン構成図を参
考にしてください。 

3. LEDの長い方の脚を抵抗に接続
します。

4. この抵抗の反対側の端を2本目
のワイヤーに接続します。 

5. 2 本目のワイヤーの反対側の端
を、Raspberry Pi 拡張ヘッダー
のGPIO 1（ピン12）に接続します。 

組立て後の全体の様子は図3のよ
うになります。
注意点として、正しいピン番号体系
を使用するようにしてください。現状
ではさまざまなピン番号体系が利用
されています。BlueJ は Pi4Jライブラ
リを使用するため、ここではPi4Jライ
ブラリで用いられる番号体系に合わせ
ます。かならず正しい番号体系を参照
するようにしてください（先ほどの図を
確認してください）。この番号体系で

は、GPIO 1はピン12です。

BlueJでの作業
現時点で LEDは GPIOピンのひとつ
に接続されています。次に、BlueJで
GPOutputクラスのオブジェクトを作
成します（パート1で説明したとおり、
BlueJではクラスを右クリックして、メ
ニューでコンストラクタを選択すること
によって、オブジェクトを作成できます）。
表示されるコンストラクタには、使
用するGPIO 番号を選択できるもの
と、デフォルトのGPIO 1を使用する
ものの2種類あります。前項で LED
を GPIO 1に接続したので、ここでは
デフォルトのコンストラクタを使用で
きます。この操作により、オブジェ
クト・ベンチに、LEDを表すオブジェ
クトが表示されます（通常は、この
オブジェクトはGPIO 1に接続されて
いるあらゆる部品を表しますが、本
記事ではLEDがその部品にあたりま
す）。
以上で、オブジェクトとの対話に
よってLEDを制御できるようになり
ました。本当に簡単です。gPOutput

オブジェクトを右クリックしてon()メ
ソッドを呼び出す（図 4）ことによって、
LEDが点灯します。次に、LEDの消
灯を試してください。さらに、blink()
メソッドも試すことができます。さま
ざまなパラメータ値を指定してこのメ
ソッドを呼び出してみてください。

ボタンの使用
次に、Raspberry Pi にボタンを接続し、
Raspberry Pi の状態を読み取ります。
ボタンを以下のように接続してください
（図5）。 
1. 3 本目のワイヤーを使用して、
ボタンの一方のコネクタを、
Raspberry Pi拡張ヘッダーの3.3V

電源（ピン1）に接続します。
2. 4 本目のワイヤーを使用して、ボ
タンのもう一方のコネクタを、
Raspberry Pi 拡張ヘッダーの
GPIO 4（ピン16）に接続します。 

BlueJで、Button 型のオブジェク
トを作成して、このボタンを表すこ
とができますので、実際に試してく
ださい。先ほどと同様に、デフォ
ルトのコンストラクタと、使用する
GPIO 番号を指定するためのパラメー
タを持つ第 2コンストラクタがあり
ます。デフォルトで使用されるGPIO
（この場合 GPIO 4）にボタンを接続
したので、デフォルトのコンストラク
タを使用すれば簡単にできます。
buttonオブジェクトには、ボタンの
状態を確認するための2つのメソッド、
isUp()と isDown() があります。ボタ
ンに触らずに、つまりボタンが押され
ていない状態でこれらのメソッドを呼
び出した場合、isUp() は trueを返し、
isDown() は false を返します。
ボタンを押したままの状態
で、これらのメソッドを呼び出
してみてください。buttonオ
ブジェクトによって、ボタンの状
態が正しく報告されるはずです。

図3

図5

図2

図4
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プログラムの記述
前項までに、BlueJ
の対話型機能を
使用して、コード
を1行も記述せず
に入出力を簡単に
テストすることが
できました。次に、
GPOutputクラス
とButtonクラスの
オブジェクトの利用
方法について、単
純なプログラムで確
認していきます。こ
こでは、Raspberry 
Pi をライトのスイッ
チへと変えるコード
を記述し、ボタン
を押す間、LEDが
点灯するようにしま

す。
BlueJプロジェクトで、LightSwitch
という新しいクラスを作成しま
す。最初に、LED用のフィールドと
ボタン用のフィールドの2つを宣言し
ます。

次に、新しいクラスのコンストラク
タ内で、これら2つの型のオブジェク
トを作成し、さらにLightSwitchオブ
ジェクト自体をボタンのリスナーとして
登録します。

このプログラムが正常に動作するた
めには、この LightSwitchクラスが
ButtonListenerインタフェースを適切
に実装する必要があります。そのた
めに、クラスのヘッダー部で以下のよ
うに宣言します。

また、buttonEvent メソッドも実装
する必要があります。

このリスナー・メソッドは、ボタン
の状態が変わるたびに呼び出されま
す。ボタンの状態が変わるのは、ボタ
ンを押したとき、およびボタンを離し
たときです。button パラメータを使
用することにより、 ボタンの状態を確
認できます。
残る作業は、ボタンが押されたとき
に、ライトの点灯または消灯という正
しい応答を行うことです。そのために、
buttonEvent メソッドの内部に以下の
コードを記述します。

private GPOutput led;
private Button button;

public LightSwitch()
{
    led = new GPOutput();
    button = new Button();
    button.addListener(this);
}

public class LightSwitch 
    implements ButtonListener

@Override
public void buttonEvent(
Button button)
{
    // code to come here
}

すべてのリストのテキストをダウンロード

public class LightSwitch implements ButtonListener
{
    private GPOutput led;
    private Button button;

    /**
     * Create a Raspberry Pi light switch.
     */
    public LightSwitch()
    {
        led = new GPOutput();
        button = new Button();
        button.addListener(this);
    }

    /**
     * Listener method: called when button state changes.
     */
    public void buttonEvent(Button button)
    {
        if (button.isDown()) {
            led.on();
        }
        else {
            led.off();
        }
    }
}

リスト1       

入出力機器へのアク
セス
Raspberry Pi で

BlueJを使用すれば、

デスクトップでの作

業と同じように標準

的な Javaプログラム

を記述できるばかり

か、Raspberry Pi の

入出力ポートにもア

クセスできます。
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動作を確認しましょう。クラスを完
成させ、コンパイルして、LightSwitch
型のオブジェクトを作成します（問題
が発生した場合は、本記事で説明し
たクラスの完全な記述がリスト1にあ
りますので、自分のコードと比較して
ください）。このオブジェクトはリスナー
として登録されているため、メソッド
を直接呼び出す必要はありません。ボ
タンを押すだけで、LEDが点灯します。
本当に、それほど簡単なのです。

まとめ
Raspberry Piで BlueJを使用すれば、
デスクトップでの作業と同じように標
準的な Javaプログラムを記述できる
ばかりか、Raspberry Pi の入出力ポー
トにもアクセスできます。本記事で見
てきた例では、出力ピンに接続され
たLEDを表すラッパー・クラスと、入
力ピンに接続されたボタンを表すラッ
パー・クラスの2つをBlueJで使用し
ました。これらのラッパー・クラスに
よって、対応する部品の操作、そして
コードの記述が非常に簡単になりまし
た。
BlueJ は Raspberry Piと通信するた
めに、Pi4Jライブラリを内部的に使用
してします。BlueJのラッパー・クラス
を使用してハードウェアと通信するほ
か、Pi4Jインタフェースを直接使用し

てプログラムすることもできます（Pi4J
へのアクセス方法の例については、
GPOutputクラスのコードを参照して
ください）。
一般に、BlueJのラッパー・クラス
を使用するほうが、ハードウェアへの
簡易なインタフェースが利用できるの
で簡単です。ほかにもさまざまなラッ
パー・クラスがBlueJのWebサイト
で紹介されています。ただし、簡易
性には柔軟性の犠牲がつきものです。
BlueJに提供されるラッパー・クラスよ
りも精細にハードウェアを制御する必
要がある場合は、Pi4Jライブラリに直
接アクセスしてください。このように、
BlueJ はユーザーのレベルに応じて使
用できます。学習を始めたばかりの人
が簡単に足を踏み入れることができ、
やや複雑なサンプルのプログラミング
に慣れた後は柔軟に開発できるように
もなっています。
ですから、レベルを問わず、
Raspberry Pi での Java 開発をぜひ始
めてみてください。</article>

    if (button.isDown()) {
        led.on();
    }
    else {
        led.off();
    }
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